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(54)【発明の名称】 内視鏡用テレビジョン方式変換装置

(57)【要約】
【課題】  モニタ上のバーノイズの発生をなくし、かつ
見やすい映像をＰＡＬ用モニタに表示する。
【解決手段】  ＮＴＳＣ方式で得られた奇数フィールド
データを記憶する第１メモリ２２、偶数フィールドデー
タを記憶する第２メモリ２３、これらメモリ２２，２３
に格納される同一の映像データを記憶する第３メモリ２
４、ＴＶ方式変換回路２１を設け、上記第１メモリ２２
又は第２メモリ２３からのデータの読出し中にそのメモ
リへの次のデータ書込みが追い越す期間のデータについ
ては、上記第３メモリ２４の書込み禁止動作を介してこ
の第３メモリから読み出すようにして、ＰＡＬ方式への
信号変換を行う。これにより、ＰＡＬ用モニタ上にはバ
ーノイズの発生がない良好な映像が表示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子をＮＴＳＣ方式に基づいて駆動
し、被観察体の映像信号を形成する電子内視鏡装置にお
いて、
上記ＮＴＳＣ方式のタイミングで得られた映像信号デー
タを順に記憶するための主メモリと、
この主メモリに格納される同一の映像信号データを記憶
するための補助メモリと、
上記主メモリから他のテレビジョン方式のタイミングに
より映像信号データを読み出すと共に、この主メモリに
おけるデータ読出し中に次のデータの書込みが追い越す
期間のデータについては、上記補助メモリの書込みを禁
止制御することによりこの補助メモリから読み出し、Ｎ
ＴＳＣ方式映像信号を他のテレビジョン方式映像信号へ
変換する変換回路とを設けたことを特徴とする内視鏡用
テレビジョン方式変換装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡用テレビジョ
ン方式変換装置、特にＮＴＳＣ方式の映像信号をＰＡＬ
方式の映像信号へ変換する装置の構成に関する。
【０００２】
【従来の技術】日本では、電子内視鏡装置で使用される
モニタとして、ＮＴＳＣ（National Television System
 Committee）方式が採用されているが、ヨーロッパ等で
主に採用されているＰＡＬ（Phase Alternation by Lin
e）方式のモニタに表示することも要請される。このテ
レビモニタへの走査線（水平ライン）は、例えばＮＴＳ
Ｃ方式では５２５本、ＰＡ方式では６２５本となってお
り、映像信号変換回路の補間処理等により、上記５２５
本の走査線データが６２５本の走査線データに変換され
る。
【０００３】即ち、電子内視鏡（電子スコープ）の先端
部には、ＮＴＳＣ方式の走査線に適合した固体撮像素子
としてＣＣＤ（Charge Coupled Device）等が設けられ
ており、このＣＣＤの出力信号に対し所定の映像処理し
た信号（５２５本の水平ラインデータ）をＮＴＳＣ方式
のタイミングでメモリに一旦格納し、このメモリからＰ
ＡＬ方式のタイミングで読み出す。そして、この走査線
を増やすように補間処理等を行い、６２５本の水平ライ
ンデータに変換することにより、ＰＡＬ方式に適合した
映像信号が形成される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記電
子内視鏡装置のＮＴＳＣ方式とＰＡＬ方式との間での信
号変換では、垂直走査期間が異なることから、モニタ上
に水平方向のバーノイズが発生するという問題があっ
た。即ち、図５には、各テレビ方式の垂直同期信号が示
されており、ＮＴＳＣ方式では図５（Ａ）のように１／
６０秒（約１６．７ｍｓ）の垂直走査期間でフィールド
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信号が得られ、ＰＡＬ方式では図５（Ｂ）のように１／
５０秒（２０ｍｓ）の垂直走査期間でフィールド信号が
得られる。
【０００５】図６には、ＮＴＳＣ－ＰＡＬ変換用メモリ
において映像信号データの書込み動作が読出し動作を追
い越す状態が示されており、図６（Ａ），（Ｂ）のよう
に、例えば奇数フィールド信号データＤ51（５１番目）
の書込み期間が奇数フィールド信号データＤ50（５０番
目）の読出し期間に重なってくると、図６（Ｂ）のＰＡ
Ｌ方式のためのデータ読出し中に次の期間のデータ書込
み動作が、例えばラインＬｎの時点で追い越すことにな
る。そうすると、この追い越し時に水平方向のバーノイ
ズが発生すると共に、異なる時間の映像データで１フィ
ールドの映像が形成されるため、被観察体に動きがある
場合等には、見づらい映像がモニタに表示されることに
なる。
【０００６】本発明は上記問題点に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、モニタ上のバーノイズの発生をな
くし、かつ見やすい映像を表示することができる内視鏡
用テレビジョン方式変換装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明は、撮像素子をＮＴＳＣ方式に基づいて駆動
し、被観察体の映像信号を形成する電子内視鏡装置にお
いて、上記ＮＴＳＣ方式のタイミングで得られた映像信
号データを順に記憶するための主１メモリと、この主メ
モリに格納される同一の映像信号データを記憶するため
の補助メモリと、上記主メモリから他のテレビジョン方
式のタイミングにより映像信号データを交互に読み出す
と共に、この主メモリにおけるデータ読出し中に次のデ
ータの書込みが追い越す期間のデータについては、上記
補助メモリの書込みを禁止制御することによりこの補助
メモリから読み出し、ＮＴＳＣ方式映像信号を他のテレ
ビジョン方式映像信号へ変換する変換回路とを設けたこ
とを特徴とする。
【０００８】上記の構成によれば、撮像素子からＮＴＳ
Ｃ方式により読み出された信号は、所定の映像処理が施
された後、主メモリとしての第１メモリ及び第２メモリ
と補助メモリである第３メモリに格納される。例えば、
奇数フィールドデータが第１メモリと第３メモリに、偶
数フィールドデータが第２メモリと第３メモリに、１垂
直走査期間が１／６０秒となる速度で交互に書き込まれ
る。そして、ＰＡＬ方式の１垂直走査期間が１／５０秒
となる速度で上記第１メモリから奇数フィールドのデー
タ、第２メモリから偶数フィールドのデータが交互に読
み出される。
【０００９】一方、第１メモリ又は第２メモリにおける
データ読出し中に次のデータの書込みが追い越す期間
が、各メモリの書込み読出しの所定の開始点からのフィ
ールド番号等として予め求められており、例えば５０番
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目の奇数フィールドのデータ読出し中に、５１番目の奇
数フィールドデータの書込みが追い越すことになる場合
は、第３メモリの書込みを停止することにより５０番目
の奇数フィールドデータがこの第３メモリから読み出さ
れる。この結果、書込みが読出しを追い越す状態のフィ
ールドデータの使用がなくなり、バーノイズの発生が防
止される。
【００１０】
【発明の実施の形態】図１には、実施形態例に係る電子
内視鏡装置の構成が示されており、当該装置では、電子
内視鏡（電子スコープ）１０がプロセッサ装置１２に接
続される。この電子スコープ１０には、その先端部に対
物光学系１４を介してＣＣＤ１５が設けられると共に、
このＣＣＤ１５の出力信号に対し相関二重サンプリング
（ＣＤＳ）と自動利得制御（ＡＧＣ）を施すＣＤＳ／Ａ
ＧＣ回路１６等が配置される。
【００１１】一方、プロセッサ装置１２には、上記ＣＤ
Ｓ／ＡＧＣ回路１６の出力信号を入力するＡ／Ｄ変換器
１９、上記ＣＣＤ１５への駆動信号を発生させると共
に、このＣＣＤ１５の出力信号に対し、色変換処理、ガ
ンマ補正、輪郭強調等の各種の処理をするＣＣＤ駆動及
び映像信号処理回路２０が設けられる。そして、このＣ
ＣＤ駆動及び映像信号処理回路２０の後段に、テレビジ
ョン（ＴＶ）方式の信号変換を行うために、ＴＶ方式変
換（解像度変換）回路２１、主メモリである第１メモリ
２２及び第２メモリ２３と第３メモリ（補助メモリ）２
４が設けられる。
【００１２】即ち、例えば第１メモリ２２にＮＴＳＣ方
式の奇数フィールドデータ、第２メモリ２３に偶数フィ
ールドデータを記憶し、第３メモリ２４には両方のデー
タを順に記憶し、上記ＴＶ方式変換回路２１はこれらの
メモリ２２～２４から読み出したＮＴＳＣ方式の５２５
本の水平ラインデータを、ＰＡＬ方式の６２５本の水平
ラインデータに変換する。この変換は、垂直、水平方向
の画素間補間等の従来の各種手法により行われる。
【００１３】また、上記ＴＶ方式変換の制御と共に各回
路の統括制御を行うマイコン２５及びＲＯＭ（ＥＥＰＲ
ＯＭ）２６が設けられ、上記ＴＶ方式変換回路２１の後
段には、Ｄ／Ａ変換器２７、バッファ２８等が設けられ
ており、このバッファ２８から出力される映像信号が各
ＴＶ方式のモニタに供給される。即ち、上記ＴＶ方式変
換回路２１では、ＮＴＳＣ方式の映像信号をそのまま出
力することもでき、上記マイコン２５の制御によりＮＴ
ＳＣ方式とＰＡＬ方式の映像を切り替えてモニタに出力
することができる。
【００１４】また、上記マイコン２５に接続されたＲＯ
Ｍ２６に、上記第１メモリ２２及び第２メモリ２３での
データ読出し中に次のデータの書込みが追い越す期間に
対応して、第３メモリ２４の書込みを禁止する期間の情
報が予め記憶されており、この情報としては、例えば図
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３の開始点Ｔ

Ｄ
からカウントしたフィールド番号（所定

時間内で設定される番号）等が該当する。
【００１５】実施形態例は以上の構成からなり、次にそ
の作用を説明する。まず、図１の電子内視鏡装置におい
て、ＣＣＤ１５から出力された信号はＣＤＳ／ＡＧＣ回
路１６でサンプリングされ、増幅された後、Ａ／Ｄ変換
器１９を介してＣＣＤ駆動及び映像信号処理回路２０へ
供給され、ここで各種の映像形成のための処理が施され
る。このＣＣＤ駆動及び映像信号処理回路２０の出力
は、ＴＶ方式変換回路２１に供給されるが、ＮＴＳＣ用
モニタを接続している場合は、ここではＰＡＬ変換をせ
ずに、Ｄ／Ａ変換器２７、バッファ２８からＮＴＳＣ映
像信号が出力される。従って、この場合は、ＮＴＳＣ用
モニタ上に被観察体映像が表示される。一方、ＰＡＬ用
モニタが接続されている場合は、マイコン２５はＴＶ方
式変換回路２１に対しＴＶ方式の変換処理の指令を出力
する。
【００１６】図２には、このＴＶ方式変換の際の各メモ
リ２２～２４に対する書込み及び読出しの処理が示され
ており、図２（Ａ）に示されるように、奇数フィールド
データ（Ｏデータ）はＮＴＳＣ方式のタイミング（１／
６０秒の垂直走査期間）で第１メモリ２２と第３メモリ
２４に同時に書き込まれ、その後、このＯデータは通
常、第１メモリ２２からＰＡＬ方式のタイミング（１／
５０秒の垂直走査期間）で読み出される。また、図２
（Ｂ）に示されるように、偶数フィールドデータ（Ｅデ
ータ）はＮＴＳＣ方式のタイミングで第２メモリ２３と
第３メモリ２４に同時に書き込まれ、その後、このＥデ
ータは通常、第２メモリ２３からＰＡＬ方式のタイミン
グで読み出される。
【００１７】そして、図２（Ｃ）に示されるように、例
えば第１メモリ２２の奇数フィールドデータ（Ｄ5）の
読出し中に、新たなデータＤ7の書込みが追い越すとき
の期間については、第３メモリ２４におけるデータＤ
6，Ｄ7の書込みを禁止し、データＤ5を読み出す。この
ことを図３及び図４により詳細に説明する。
【００１８】図３には、ＮＴＳＣ信号の書込みタイミン
グとＰＡＬ変換のための読出しタイミングが示されてお
り、ＮＴＳＣ－ＰＡＬの変換では、例えばＰＡＬ変換の
ための５番目の読出し期間ｒ

５
とＮＴＳＣ信号の７番目

の書込み期間ｗ
７
の位置で、データＤ7の書込みがデー

タＤ5の読出しを追い越し、また読出し期間ｒ
１５
と書

込み期間ｗ
１９
の位置で、データＤ19の書込みがデータ

Ｄ15の読出しを追い越すことになる。このときには、第
１メモリ２２のデータではなく第３メモリ２４に格納さ
れているフィールドデータＤ5、Ｄ17が読み出される。
【００１９】即ち、図４には、第１メモリ２２乃至第３
メモリ２４での書込みと読出しの動作が示されており、
図４（Ａ）は、上述のように第１メモリ２２でデータＤ
7（期間ｗ

７
）の書込みがデータＤ5（期間ｒ

５
）の読出
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しを追い越す状態である。このときには、図４（Ｂ）に
示されるように、第３メモリ２４では、奇数フィールド
データＤ5が書き込まれた後、期間ｗ

６
，ｗ

７
のデータ

Ｄ6，Ｄ7の書込みが禁止され、このデータＤ5が読み出
される。従って、当該例では、データがＤ4→Ｄ5→Ｄ8
→Ｄ9と読み出され、データＤ6，Ｄ7がカットされる。
即ち、追い越し時点では1フレーム分が飛ぶ形で次のデ
ータが読み出される。
【００２０】また、上記奇数フィールドデータＤ17につ
いても同様となり、更に第２メモリ２３に格納される偶
数フィールドデータで書込みが読出しを追い越す場合
も、第３メモリ２４を利用して必要なデータを得ること
ができる。なお、上記マイコン２５で把握されている第
３メモリ２４での書込み禁止期間の情報は、所定時間内
で設定されているので、この所定時間毎に図３の開始点
Ｔ

Ｄ
位置にリセットする形で、第３メモリ２４における

書込み禁止及び該当期間のデータ読出しの動作が繰り返
し行われる。
【００２１】このようにして読み出されたフィールドデ
ータは、ＴＶ方式変換回路２１で補間処理等によりＰＡ
Ｌ用のフィールド信号［（６２５／２）本の水平ライ
ン］に変換され、最終的に水平ライン６２５本からなる
フレーム信号としてＰＡＬ用モニタに供給される。この
結果、水平バーノイズの発生が防止された被観察体画像
がＰＡＬ用モニタに表示される。
【００２２】また、当該例では、第３メモリ２４を用い
ることにより次のような利点もある。即ち、図３及び図
４から理解されるように、ＰＡＬ用の期間ｒ

５
のデータ

として、ＮＴＳＣ信号の６番目の期間ｗ
６
のデータＤ6

を読み出すことも可能であるが、この場合は、ＰＡＬ用
の期間ｒ

４
～ｒ

６
の全てが偶数フィールドデータ（Ｄ4

→Ｄ6→Ｄ8）となるため、垂直解像度が低下するという
不都合がある。しかし、本発明では、第３メモリ２４を
用いることにより、奇数と偶数のフィールドデータが交
互に並ぶために必要なデータ、ここでは奇数フィールド
データを得ることができるので、垂直解像度の低下を招
くことがない。 *
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*【００２３】上記実施形態例では、ＮＴＳＣ方式からＰ
ＡＬ方式へ変換する場合について説明したが、ＮＴＳＣ
方式から他のＴＶ方式に変換する場合にも本発明を適用
することが可能である。
【００２４】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
ＮＴＳＣ方式で得られた映像信号データを順に記憶する
ための主メモリと、この主メモリに格納される同一の映
像信号データを記憶するための補助メモリと、主メモリ
でのデータ読出し中に次のデータの書込みが追い越す期
間のデータについては補助メモリを利用して読み出すこ
とにより、例えばＰＡＬ方式の映像信号へ変換する変換
回路とを設けたので、テレビジョン方式変換時のバーノ
イズの発生をなくして、良好な映像をＰＡＬ用モニタ等
へ表示することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態例に係る電子内視鏡装置の回
路構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態例の各メモリに対するテレビジョン方
式変換時の書込み及び読出しの処理を示す説明図であ
る。
【図３】実施形態例におけるＮＴＳＣ信号の書込みタイ
ミングとＰＡＬ方式変換のための読出しタイミングを示
す図である。
【図４】実施形態例の第１メモリ乃至第３メモリにおけ
る書込みと読出しの動作を示すタイミングチャートであ
る。
【図５】各テレビ方式の垂直走査信号を示す図である。
【図６】従来のＮＴＳＣ－ＰＡＬ変換用メモリにおいて
映像信号データの書込み動作が読出し動作を追い越す状
態を示す図である。
【符号の説明】
１０…電子スコープ、      １２…プロセッサ装置、１
５…ＣＣＤ、２０…ＣＣＤ駆動及び映像信号処理回路、
２１…テレビジョン（ＴＶ）方式変換回路、２２…第１
メモリ、        ２３…第２メモリ、２４…第３メモ
リ、        ２５…マイコン。

【図５】 【図６】
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